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表 1 生長調整物質の添加濃度構成
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1 1ま  し 力ゞ  き

栄養繁殖を行う作物の生育 収量並びに品質の低下はウ

イルス病の汚染による場合が多い。この対策 として,イ チ

ゴ,キ ク,カ ーネーションでは,生長点近傍組織の茎頂培

養による無病苗の育成が確立 しており,宮城県原種苗セン

ターでは昭和52年からイテゴ,キ ク,カ ーネーションの無

病苗原苗を生産者団体に配付している。

ニンニクは,ウ イルス病については不確実な点もあるが

生産力の低下が問題になってきている。本試験は,ニ ンニ

ク珠芽からカルス組織を誘導 した培養法と,そ の培養によ

って得た幼植物の育成管理法について昭和54年,55年に検

討したので報告する。

2 試 験 方 法

試験 l… 培養における生長調整物質の添JJl濃度について

青森県より導入したホワイト六片種の珠芽の生長点近傍

組織 (生長点 +葉原基 1枚 )を 02～ 05mの大きさで摘

出して培地置床 した。珠芽は次亜塩素酸ツーダ
"倍

水溶液

で10～ 15分表面消毒後,無菌水で洗浄したものを供試した。

珠芽は基部から切断していさ生長点を露出した。

基本培地はIILI-62培地で pE5 5に調整 した。カルスを

誘導する脱分化培地と,カ ルスから不定芽を発生させる再

分化培地の生長調整物質の添加濃度は表 1の とおり,α ―

NAΔ と6 BAを各々6種類に組み合わせ検討した。

脱分化培地置床は,昭和54年 9月 20日 と11月 18日 に行っ

た。再分化培地へのカルス移植は,脱分化培地の α―NA

掘取 り10月 16日 に自寒冷紗被覆のパイプハウスに植付けた。

無処理区は茎葉が生育中の状態で移植した。昭和55年度植

付けは黒ポリマルチ使用で,畦幅 75 οπ,条間 20の ,株間

15“ の 2条植えにした。施肥量は3当たりN島 0各 15

A05p_63A01削 添加で誘導したものを4～ 5理 の

大きさに細分割 して12月 17日 に行った。

培養温度は 16± 05℃ (イ ンキュベーター使用 )で ,照

明は培養体上 30 Cπ の位置から30W蛍光燈で 18時間日長と

した。

試験 2… 培養体の低温処理について

寒地系ニンニクは新球分化に一定の低温を必要とするが ,

組織培養で作出したニンニクの培養管内での低温処理が球

形成並びに次年度の球肥大に及ぼす影響を,昭和53年 10月

に置床して培養 したものを供試して昭和54,55年 に検討し

た。低温処理温度は5℃ で,処理日数で30日 区 40日 区

50日 区の 3区を設け,無処理区を加えて 4区 とした。処理

期間以外は18Cで培養を継続 した。

各区の栽培暦等は表2の とお りである。各区ともに,昭

和54年 5月 1日 ～ 6月 1日 まで馴

“

蹴 培を行い,ガラス室

内のベンチに定植した。球を形成したものは, 8月 10日 に

″,P20520″ で,全量基肥とした。

3 試 験 結 果

試験 1: 脱分化培地での置床後90日 の培養結果は, 表

表 2 低温処理区の各栽培暦等

区 低温処理期間 定 植 掘 取 り 植 付 け 掘 取 り

1

2

3

無 処 理 区

00日 処 理 区

40日 処 理 区

50日 処 理 区

S  54 4   1 ‐2 5  1

8  54 3 22 ^‐  5  1

S  54 3  11  ヽ́ 5  1

S 54 6 2

S 54 8 10

S54 10 16 S 55 6 30
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表 3 脱分化培地における置床後 90日 の培養結果
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表 4 再分化培地における移植後 45日 の培養結果
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3の とおりである。生存率はα―N△Aでは0 5 1rm>10

測で,6 BAは α―N△ 405脚 のとき6 BA濃度が高いほ

ど生存率は高くなったが,01牌 と05脚 との差は小さか

った。α―NAA10脚のときは,6B△濃度が高 くなるは

ど生存率が低下した。 カルス誘導は6BA濃度にかかわら

ず,α ―NAΔ 0 5四 以上で100%可能であった。カルス肥

大量は,α ―NAA0 5脚 のときだけ 6BA濃度が高いほど

肥大 した。α―NAΔ 0 5四  6BA01～05Pの場合生存

率は55%程度で,90日 間培養のカルス肥大量は直径 5～ 8

翻程度であった。不定芽は全区において形成されな力>った。

再分化培地への移植後45日 の培養結果は表4の とおりで

ある。生存率はα―NAA濃度が O llmで 60～ 65%,01脚
で95～ 100%であった。 6B△濃度 と生存率には明らかな

傾向はみられなかった。茎葉分化個体率はα― NΔ△濃度

に関係なく,6 BAが 05Pで高 く40～ 58%であった。不

定芽 (シ ュー ト)数 はα―NAA Oplmの とき6BA濃度が高

いはど多 く,α ‐NAA 0 1拠 のときは一定の傾向はみら

れないものの,6 BA0 1四 のとき発生数が最も少なかっ

た。α―N△△0～ 01口 ,6BA0 5四 の場合生存率は60

表 5 培養体の低温処理年度 次年度の生育結果

～ 100%で ,茎葉分化個体率は40～ 58%,不定芽発生本数

は1個体当たり2～ 3本であった。

根形成はα―NAA濃度にかかわらず6BA濃度が低いと

きに認められた。

試験 2: 培養幼植物の低温処理について,低温処理年

度と次年度の生育結果を表5に示した。低温処理年の草丈,

生葉数は無処理区が最 も大きく,低温処理日数が長いほど

減少した。貯蔵球形成に必要な低温量は,5Cで 40日 以上

で,球形成株の生体重並びに球径は,処理日数が長いほど

小さかった。無処理区は高温期でも生育が継続 し草丈が伸

び,葉数が増加して貯蔵球を形成しなかった。

次年度の生育は,無処理区がそのまま生育を続け5月 19

日調査の時点では,草丈・葉数 とも他の区を大きく上回っ

た。貯蔵球を植付け新たに生育を始めた処理区では,草丈

で,日処理区が,生葉数では31日 処理区が勝ったが大きな

差はみられなかった。球の肥大については,無処理区が肥

大が良かった。低温処理区間では,植付時の貯蔵球が大き

かった30日 区がやや大きな球になったが,区間の差は小さ

かった。

次年度の収穫調査は 7月 23日 に行った。

(脱 分 化 )  (再 分 化 ) (根形成 )
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叱 鉢 鋼

カルス誘導   不定芽発生   発根

葉 根を分化した培養体は,夏の高温期でも休眠せずに

生長を続け,幼植物の状態で越冬する。5℃ で40日 以上の

低温処理を行うと単年度で球を形成する。次年度にはいず

れも球を形成するが,草丈 生葉数・収穫球重ともに低温

処理区の方が小さかった。露llLで幼植物で越冬可能な宮城

県の気象条件では,培養体の低温処理は不用と考えられる。

注 生育調査は低温処理年が7月 20日 ,次年度は 5月 19日 。

4 ま  と  め

ニンニクで増殖率を高める組織培養は,IIM-62培地を

基本にして,珠芽の生長点近傍組織 (生長点+葉原基1枚 )

からカルスを誘導する多芽培養法が考えられる。

生長点近傍組織の置床からカルスを誘導する脱分化培地

は,α ―NA■ 05口 ,6 BA0 1～ 05脚の添加が ,カ ル

スから不定芽を発生させる再分化培地は, α―NΔ A O～

01牌 ,6BA05脚 の添加が有効である。 発根は基本培

地で可能である。図示すると次の様式が考えられる。
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